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発達支援や不登校・引きこもりの相談支援が期待される

利用者サービスの向上を目指す図書館

　
９
月
定
例
会
が
９
月
２
日
か
ら
９
月
29
日
ま
で
の
28
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
た
。

　
本
会
議
２
日
目
に
、
条
例
９
件
、
補
正
予
算
４
件
を
可
決
し
、

本
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
、
本
町
公
平
委
員
会
委
員
お
よ
び

本
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
（
２
名
）
の
選
任
に
つ
い

て
同
意
し
た
。

　
な
お
、
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
令
和
６
年
度
一
般

会
計
及
び
特
別
会
計
等
決
算
認
定
９
件
を
予
算
決
算
常
任
委
員
会

に
、
請
願
１
件
、
条
例
２
件
を
関
係
の
常
任
委
員
会
に
審
査
を
付

託
し
た
。

　
本
会
議
３
日
目
に
、
一
般
質
問
を
行
い
11
議
員
が
町
政
を
た
だ

し
た
。

＊
Ｐ
９
以
降
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　
最
終
日
に
本
会
議
を
開
き
、
本
会
議
２
日
目
に
付
託
し
た
14
議

案
す
べ
て
、
そ
し
て
本
日
追
加
提
案
さ
れ
た
工
事
請
負
契
約
の
締

結
１
件
、
教
育
長
、
監
査
委
員
お
よ
び
人
権
擁
護
委
員
の
人
事
案

件
５
件
を
原
案
通
り
可
決
・
承
認
お
よ
び
同
意
し
た
。

９月定例会の
あらまし

　
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
更
新
に
伴
い
、

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
シ
ー
ル
に

な
っ
た
レ
シ
ー
ト
を
手
帳
に
貼
る
「
読

書
手
帳
」な
ど
の
機
能
が
導
入
さ
れ
る
。

　
補
正
額
１
０
６
０
万
円

（
図
書
館
シ
ス
テ
ム
機
器
購
入
）

読
書
手
帳
で
貸
出

町
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
福
祉
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
改
修

　
子
ど
も
療
育
事
業
所
「
た
っ
ぴ
ー
」

な
ど
が
、
現
在
の
公
民
館
か
ら
令
和
８

年
４
月
に
移
転
す
る
。

　
補
正
額
２
３
０
２
万
円

　
　

最
近
、
雨
漏
り
が
発
見
さ
れ
た
た

め
改
修
す
る
。
ま
た
、
断
熱
材
に
つ
い

て
は
、
建
物
の
劣
化
防
止
や
利
用
者
へ

の
安
全
安
心
対
策
と
し
て
増
額
補
正
す

る
。

答�

　
　
屋
根
の
漏
水
や
断
熱
対
策
は
ど
う

か
。
問

？
議
員
の
質
疑

令和７年度 補正予算と条例制定

一般会計
予算総額

7664万円を追加し、
123億7620万円に

No.213 議会だより
りゅうおう 2

９月定例会



　
能
登
半
島
地
震
か
ら
ま
も
な
く
２
年

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
本
町
に
お

い
て
も
、
い
つ
地
震
が
発
生
す
る
か
わ

か
ら
な
い
。
本
年
８
月
、
町
地
域
防
災

計
画
の
一
部
が
修
正
追
加
さ
れ
た
の
で
、

主
な
点
を
紹
介
す
る
。

①�

要
配
慮
者
へ
の
施
設
整
備
で
は
、
外

国
人
に
配
慮
し
た
「
や
さ
し
い
日
本

語
」「
多
言
語
情
報
提
供
」
な
ど

②�

応
援
職
員
の
受
け
入
れ
で
は
、「
竜

王
町
受
援
計
画
」
を
策
定

③�

避
難
所
の
運
営
で
は
、
生
活
環
境
対

策
や
女
性
や
子
ど
も
等
へ
の
配
慮

　
（
例
）

　

�

キ
ッ
チ
ン

カ
ー
、
簡

易
ベ
ッ
ド
、

災
害
用
ト

イ
レ
、
移

動
電
源
車

な
ど

町
地
域
防
災
計
画
の

修
正

　

現
在
の
学
童
保
育
所
は
「
業
務
委

託
」
に
よ
り
運
営
し
て
い
る
。
新
竜
王

小
学
校
の
開

校
に
伴
い
、

指
定
管
理
者

制
度
の
導
入

に
向
け
て
必

要
な
条
例
上

の
改
正
を
抜

本
的
に
行
う
。

学
童
保
育
所
の

設
置
・
管
理
に

関
す
る
条
例

目
的

　
社
会
の
発
展
に
卓
越
し
た
功
績
が
あ
り
、
広

く
町
民
が
ま
ち
の
誇
り
と
し
て
敬
愛
す
る
者
に

対
し
、
竜
王
町
名
誉
町
民
の
称
号
を
贈
り
、
そ

の
功
績
を
称
え
る
。

　
　

公
の
施
設
に
関
し
て
は
、
地
方
自

治
法
の
規
定
に
よ
り
指
定
管
理
制
度
で

管
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、今
後
、

選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
条
例
を
整
備
す

る
。

答�

　
　
指
定
管
理
す
る
条
項
を
設
け
る
理

由
は
何
か
。

問

　
　

広
報
紙
へ
の

掲
載
だ
け
で
な
く
、

そ
の
功
績
を
振
り

返
る
展
示
の
実
施

等
、
多
世
代
に
向

け
て
広
く
周
知
を

図
っ
て
い
く
。

答�

　
　
名
誉
町
民
の
功
績
を
広
く
公
表
す
る
こ
と
も
重

要
だ
が
、
そ
の
他
、
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
な
ど
教

育
現
場
へ
の
情
報
共
有
等
に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

問

？
議
員
の
質
疑

名誉町民条例の制定

イメージ図

？
議
員
の
質
疑

段ボールベッド
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ワンストップ化で便利になった庁舎１階

ドラゴンハットのトイレ

支援団体写真（弓道）

　
住
民
対
応
窓
口
の
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
化
を
行

い
、
来
庁
者
の
利
便
性

向
上
な
ど
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
拠
点
と
し
て
ふ
さ

わ
し
い
庁
舎
と
な
る
よ

う
改
修
を
実
施
し
た
。

　
ま
た
、
東
側
便
所
等

の
改
修
工
事
を
実
施
し

た
。

　
改
修
工
事
費

　
２
億
４
９
５
４
万
円

　
住
民
対
応
窓
口
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
化
を
行
い
、
来
庁
者

の
利
便
向
上
な
ど
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
拠
点
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
庁
舎
と
な
る
よ
う
改
修

を
実
施
。

　
ま
た
、
東
側
便
所
等
改
修

工
事
を
実
施
。

　
改
修
工
事
費

　
　
２
億
４
９
５
４
万
円

　
令
和
６
年
度
決
算
は
、
９
月
12
、
16
、
17
日

の
３
日
間
に
わ
た
り
、
施
策
や
事
業
な
ど
の

チ
ェ
ッ
ク
、
次
年
度
予
算
へ
反
映
す
る
た
め
の

今
後
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
予
算
決
算
常
任
委

員
会
で
審
議
し
た
。

　
令
和
６
年
度
は
、
竜
王
町
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
化
構
想
に
基
づ
く
中
心
核
整
備
と
し
て
、

交
流·

文
教
ゾ
ー
ン
造
成
工
事
、
新
竜
王
小
学

校
建
築
工
事
、
総
合
庁
舎
１
階
事
務
室
等
改
修

工
事
や
物
価
高
騰
な
ど
の
対
策
を
実
施
し
た
。

　
今
回
は
、
物
価
高
騰
対
策
、
改
修·

建
築
工

事
・
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
事
業
な
ど
を
中
心

に
紹
介
す
る
。

令和６年度
決　算

　
豊
か
で
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

町
民
が
自
発
的
・
主
体
的
に
取
り
組
む

活
動
に
対
し
て
補
助
を
し
た
。

　
補
助
金
40
万
円

ま
ち
づ
く
り

活
動
支
援
事
業

・
管
理
棟
ト
イ
レ
の
改
修

・
ド
ラ
ゴ
ン
ハ
ッ
ト
屋
根
の
一
部
改
修

・
採
暖
室
（
お
風
呂
）
の
改
修

　
改
修
工
事
費
１
億
７
５
３
３
万
円

総
合
運
動
公
園
施
設

整
備
（
改
修
）
工
事

総
合
庁
舎

維
持
修
繕
事
業

活かされた？活かされた？

支
援
団
体

・
ポ
ッ
ケ
　
歌
声
喫
茶
の
開
催

・�

竜
王
町
弓
道
会
　
竜
王
町
の
弓

道
の
魅
力
発
信
事
業

・�

幸
せ
受
け
愛
隊
　
若
者
の
出
会

い
の
場
づ
く
り
等

・�

ひ
ょ
っ
こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
島

　
町
内
の
い
い
と
こ
再
発
見
ツ
ア
ー
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また値上げ、また値上げ　私たちの暮らしは

来春完成予定のラウンドアバウト

　
定
額
減
税
を
実
施
し
、
併
せ
て
減
税

し
き
れ
な
い
方
へ
の
調
整
給
付
金
事
業

を
実
施
。
ま
た
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

に
対
す
る
現
金
給
付
を
実
施
。

物
価
高
騰
支
援

ま
だ
ま
だ
続
く

　

主
な
も
の
と
し
て
、
交
流
・
文
教

ゾ
ー
ン
造
成
・
道
路
工
事
の
普
通
建
設

事
業
に
約
９
億
円
、
竜
王
小
学
校
建
設

事
業
に
約
５
億
円
で
あ
る
。

(

P.8
に
小
学
校
建
築
工
事
の
写
真
あ
り
）

中
心
核
整
備
事
業
等

私たちの税金、どう私たちの税金、どう
令和６年度一般会計および各特別会計等決算額� （単位：万円）

会 計 名 歳　入 歳　出 議決の内容

一般会計 112億1730 107億2028 賛成多数により可決

国民健康保険事業特別会計
（事業勘定） 10億6417 10億4935 賛成多数により可決

国民健康保険事業特別会計
（施設勘定）

医科� 278
歯科� 5853

医科� 278
歯科� 5475 全員賛成により可決

学校給食事業特別会計 6138 6114 全員賛成により可決

介護保険特別会計 9億8639 9億8096 全員賛成により可決

後期高齢者医療特別会計 1億4561 1億4502 賛成多数により可決

土地取得特別会計 0 3億4557 全員賛成により可決

水道事業会計 収益的収入� 3億8838
資本的収入� 5億518

収益的支出� 3億2692
資本的支出� 6億1440 全員賛成により可決

下水道事業会計 収益的収入� 4億8568
資本的収入� 2億4927

収益的支出� 4億7894
資本的支出� 4億1546 全員賛成により可決
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薬師地先の祖父川公園

竜王町祖父川公園開園竜王町祖父川公園開園
　総務産業建設常任委員会は９月９日に所管事務調査を行い、竜王町祖父川公園のあり方について
説明を受けました。

竜王町祖父川公園整備の維持管理と利用方法は調
査
　竜王町祖父川公園はグラウンドゴルフ場および広場として整備された公園である。

●芝生維持管理業務について
　業 務 名：竜王町祖父川公園芝生維持管理業務
　委託期間：令和７年５月19日
　　　　　　～令和10年３月31日
　委 託 料：合計1997万６千円（３年間）
　　　　　　（内、令和７年度698万４千円）
　委託内容：芝生維持管理　9,800㎡
　　　　　　�（芝刈り、目土散布、エアレーション

〈通気性と水はけ〉、施肥、灌水）

●公園の利用方法は
　対 象 者：個人及び団体（町内外不問）
　利用方法：�事前許可申請および問い合わせは竜王

町教育委員会事務局生涯学習課まで
　休 園 日：毎週木曜日および年末年始 主な質疑応答

駐車場は何台駐車可能か。問
約10台～15台程度が駐車可能である。
近隣住民への影響を考え、駐車台数が超える
場合は乗合わせ等の工夫をお願いしたい。

答

　7月31日に道の駅を拠点とした農業・観光振興のまち
づくり推進のため、先進地である岐阜県郡上市道の駅「古
今伝授の里やまと」を視察しました。

道の駅を中心とした観光振興を推進道の駅を中心とした観光振興を推進

　「稼げる第三セクター」を目指し、市独自の取組みである和
歌文化を「古今伝授の里づくり」として発信し、サービス提
供拠点を整備することで交流文化の拡大や文化振興による経
済の活性化が図られ、多角的な経営が行われている。
　「やまと温泉やすらぎ館」豊富な種類の温泉、「くつろぎ広場」
農産物の加工・販売所や複数のレストラン等がある。

　本町では、これらを参考に果樹狩り体験等竜王町独自の良さを活用し、強みを生かした取組みを住民一体と
なって推進できればと考える。

総務産業建設常任委員会視察研修

No.213 議会だより
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1.「こども誰でも通園制度」とは？
　保護者の就労有無や理由を問わず、生後６ヶ月から３歳未満の未就園児が保育施設を利用できる制度である。

2.「こども誰でも通園制度」に期待される効果
　①子ども育ちの応援
　　同世代の子どもとのかかわりを経験し、
　　成長発達の機会を提供する。
　②不安・孤立感の解消
　　保護者が育児の悩みを保育士に相談する。
　③�育児の負担軽減
　　�子どもを預け自分の時間を作ることで、用事を済ませたり、気分転換にもつながる。

3.制度の実施概要
　◦対　 象　 者：生後６ヶ月から３歳未満の未就園児
　◦実  施  場  所：竜王こども園
　◦利用料金（案）：300円／時間
　◦利用定員（案）：３名／日
　◦利用曜日（案）：水・木・金曜日　
　◦利用時間（案）：午前中（９時から正午まで）
　◦利  用  方  法：利用申請→総合支援システム登録→
　　　　　　　　　　初回面談→利用予約（システム日程確認）→
　　　　　　　　　　利用当日　必要なものを持参し登園→退園時に利用料支払

4.今後のスケジュール
　令和８年３月　　　「広報りゅうおう」にて周知、利用申請受付・面談申し込み開始
　　　　　４月１日　面談開始
　　　　　４月２日　利用申し込み開始

5.竜王町での利用者アンケート調査結果
　回答者：０歳から２歳の保育所に通園していない児童の保護者　32名
　結　果：利用希望する21名（66％）／利用希望しない11名（34％）

主な質疑応答

アンケート調査結果では制度利用希望者が21名（66％）との結果に対し、利用定員が１日３名で
は足りないのではないか。

問

今年度、先行実施された米原市の実際の制度利用者が１日10名程度であった。人口規模等を考慮し、
本町は１日３名としてスタートするものである。その後の状況を見ながら対応していきたい。

答

「こども誰でも通園制度」 来春より開始！「こども誰でも通園制度」 来春より開始！
　教育民生常任委員会は９月９日に所管事務調査を行い、竜王町こども誰でも通園制度（乳児等通
園支援制度）について説明を受けました。

竜王こども園で実施予定
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10月１日現在の様子

進む 竜王小学校の建築進む 竜王小学校の建築
　地域活性化特別委員会は９月10日に所管事務調査を行い、交流・文教ゾーン整備の進捗状況につい
て説明を受けました。

●竜王小学校建築工事は
　建築工事が進む竜王小学校は令和８年９月開校に向け工事が進められている。

竜王町議会業務継続計画（BCP）の
決定
　この計画は、大規模災害などの非常時
においても、議会が迅速な意思決定と多
様な住民ニーズを反映し、議会としての
維持機能を図るための計画である。
　今後我々議員は、非常時は本計画に基
づいて行動する。

　議員改革特別委員会は７月28日と9月10日を行い、議会改革の諸事案について報告と議論を行いま
した。

災害発生時、議員の対応は災害発生時、議員の対応は

No.213 議会だより
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各議員のQRコードを
スマートフォンで読み
取ると音声配信が聴け
るよ

近江うし丸 問　議会事務局　電話　0748-58-3713

次回次回のの一般質問一般質問はは
令和令和７７年年1212月月1717日日㈬㈬予定予定

※日程は変更になる場合があります。
※議員の質問順は町ホームページでご確認ください。

　一般質問とは、議員が町長などの執行機関に対し、事務の執行状況や将来の方針などについ
て所信や疑問を質し報告や説明を求めることです。

ページ 質　問　者 質　　問　　事　　項

10
山田　義明 ・「まちづくり住民懇談会」での意見への対応は

磯部　俊男 ・令和7年度全国学力・学習状況調査結果を受けて

11 鎌田　勝治 ・重点施策プロジェクトの進捗は
・町ホームページ情報の鮮度アップを

12 大橋　裕子 ・竜王町における学校での防災教育は
・家庭教育支援事業の今後は

13 三宅　政仁 ・町内で多発する声掛け事案への行政の対応は
・中学生自転車通学の指導結果は

14 橘　せつ子

・竜王町のこれからの介護事業は
・低所得者等へのエアコン購入費用の助成を
※チョイソコりゅうおうを使いやすく
※聞こえのフレイル予防を
※排外主義・排他主義的な言動への認識は

15 森島　芳男 ・多文化共生の推進を
・スポーツ少年団の維持・活性化を

16 若井　政彦
・改めて問う、物価高騰対策は
・中心核整備計画の見直しは
※河川の減災対策は

17 澤田　満夫 ・行政の中心地としての景観と機能向上は
・豪雨対策調整池の平常時の活用方法は

18 内山　英作 ・地域交通の充実で目指す暮らしは
・これからの自治組織のあり方は

19 中村　匡希 ・チョイソコりゅうおうの今後は

町政
問問ここを う!

９月定例会では11議員が23問の一般質問を行いました。

※紙面の都合上、掲載しておりません。
　QRコードから、全ての質問がお聴きいただけます。

議会だより No.213
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着々と工事が進む交流・文教ゾーン

徹底反復学習の様子

山
やまだ
田　義

よしあき
明 議員

「まちづくり住民懇談会」での「まちづくり住民懇談会」での
意見への対応は意見への対応は

問

答 後期計画に向けて改善を図る

令和7年度全国学力・令和7年度全国学力・
学習状況調査結果を受けて学習状況調査結果を受けて

問

答 成果と課題をもとに今後の取組に
活かす

　
　
第
６
次
竜
王
町
総
合

計
画
の
後
期
基
本
計
画
策

定
に
向
け
て
の
住
民
懇
談

会
で
出
さ
れ
た
意
見
に
つ

い
て
問
う
。

①�

中
心
核
整
備
事
業
や
財

政
計
画
へ
の
対
応
は
。

②�

町
の
美
観
や
異
臭
へ
の

対
応
は
。

③�
人
口
減
少
や
若
者
定
住

へ
の
対
応
は
。

問

あ
る
。
町
債
の
返
済
に
つ

い
て
は
、
財
政
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
示
し
、
議

会
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
て

い
る
。

②�

日
常
の
生
活
環
境
に
つ
い

て
の
不
満
や
不
安
の
意
見

も
あ
り
、
若
者
定
住
の
観

点
も
含
め
改
善
を
図
っ
て

い
く
。

③�

若
い
世
代
の
参
加
者
か
ら

住
宅
地
の
確
保
や
小
学
校

の
通
学
に
つ
い
て
の
意
見

が
あ
り
、
住
宅
環
境
や
地

域
交
通
の
充
実
に
つ
い
て

も
、
後
期
計
画
へ
再
度
明

記
す
る
。

　
　①�

小
学
校
の
開
校
遅
れ
は
残

念
だ
が
、
こ
れ
以
降
の
施

設
は
遅
れ
の
無
い
よ
う
進

め
て
ほ
し
い
と
の
意
見
が

答�

　
　①�

令
和
７
年
度
全
国
学
力

調
査
の
小
・
中
学
校
で

の
正
答
率
は
。

②�

令
和
７
年
度
全
国
学
習

状
況
調
査
結
果
は
。

問

く
な
る
」
と
感
じ
る
児
童

が
増
え
て
い
る
。

　

�　

中
学
校
で
は
「
先
生
は

生
徒
の
よ
さ
を
認
め
て
く

れ
て
い
る
」「
困
り
ご
と
や

不
安
が
あ
る
と
き
に
大
人

に
相
談
で
き
る
」
と
回
答

し
た
生
徒
が
増
加
し
て
お

り
、
生
徒
へ
の
丁
寧
な
対

応
が
で
き
て
い
る
成
果
と

考
え
ら
れ
る
。

　

�　
「
家
庭
学
習
時
間
」
に
つ

い
て
は
、
小
中
学
校
と
も

に
全
国
平
均
を
下
回
っ
て

い
る
。
ま
た
、
読
書
時
間

も
少
な
い
傾
向
に
あ
る
。

　

�　

こ
れ
ら
の
成
果
と
課
題

を
も
と
に
、
今
後
の
取
組

に
活
か
す
。

　
　①�

小
学
校
で
は
全
国
平
均
よ

り
国
語
が
３
．
２
、
算
数

で
は
５
．
０
、理
科
が
３
．

９
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
。
中

学
校
で
は
国
語
が
３
．３
、

数
学
が
４
．
３
ポ
イ
ン
ト

下
回
っ
た
。

②�

小
学
校
で
は
「
タ
ブ
レ
ッ

ト
な
ど
を
活
用
す
る
と
、

友
だ
ち
と
考
え
を
共
有
し

た
り
、
比
べ
た
り
し
や
す

答�

磯
いそべ
部　俊

としお
男 議員
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総合相談支援の推進会議

竜
王
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

重点施策プロジェクトの重点施策プロジェクトの
進捗は進捗は

問

答 一定の成果をあげたが
新たな課題に継続して取り組む

　
　
重
点
施
策
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の

①�

「
地
域
共
生
社
会
の
実

現
に
向
け
た
総
合
相
談

支
援
体
制
の
推
進
」、

②�

「
学
ぶ
力
向
上
を
め
ざ

し
た
学
習
活
動
の
充

実
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
実

績
・
課
題
・
進
捗
は
。

問

う
場
を
設
け
て
い
る
。

②�

授
業
改
善
、
徹
底
反
復
学

習
、
端
末
の
活
用
の
各
項

目
で
一
定
の
成
果
を
あ
げ

た
。
先
生
へ
の
意
識
付
け
、

学
習
支
援
ソ
フ
ト
の
活
用

と
工
夫
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

　

�　

ま
た
、
児
童
生
徒
が
主

体
的
に
課
題
解
決
す
る
授

業
作
り
に
注
力
す
る
も
、

授
業
の
振
り
返
り
時
間
の

確
保
が
不
十
分
で
あ
る
。

　
　①�

予
定
し
た
会
議
や
研
修
は

実
施
し
た
が
、
一
部
職
員

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
と
ど

ま
り
、
職
員
の
育
成
が
課

題
と
な
っ
て

い
る
。

　

�　

人
材
育
成

の
仕
組
み
づ

く
り
は
、
研

修
等
へ
の
参

加
体
制
を
整

備
し
て
い
く
。

　

�　

地
域
の
困

　

�

っ
て
い
る
人

が
埋
も
れ
な

い
仕
組
み
づ

く
り
に
つ
い

て
は
、
総
合

相
談
支
援
体

制
に
く
わ
え

て
、
民
生
委

員
と
話
し
合

答�

　
　
重
点
施
策
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
掲
載
に
関
し
て
、

次
の
５
点
を
伺
う
。

①�

８
月
末
時
点
で
更
新
で

き
て
い
な
い
理
由
は
。

②�

こ
の
実
態
へ
の
受
け
止

め
は
。

③
情
報
更
新
の
手
順
は
。

④�

各
課
の
情
報
発
信
担
当

者
は
機
能
し
て
い
る
か
。

⑤
今
後
の
対
応
は
。

問

を
配
置
で
き
て
い
な
い
。

う
ま
く
機
能
し
て
い
な
い

の
で
、
体
制
を
検
討
中
で

あ
る
。

⑤�

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
各
課

で
編
集
で
き
る
シ
ス
テ
ム

導
入
を
検
討
し
た
い
。

　
　①�

内
容
の
精
査
や
見
せ
方
の

工
夫
に
時
間
を
要
し
て
い

る
の
が
主
な
理
由
で
あ
る
。

②�

概
要
版
だ
け
で
も
速
や
か

に
更
新
す
る
な
ど
改
善
で

き
る
点
も
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

③�

各
課
か
ら
の
情
報
を
未
来

創
造
課
の
担
当
者
で
ま
と

め
て
掲
載
す
る
。

④�

各
課
に
情
報
発
信
担
当
者

答�

鎌
かまだ
田　勝

かつじ
治 議員

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

情
報
の
鮮
度
ア
ッ
プ
を

情
報
の
鮮
度
ア
ッ
プ
を

問答

各
課
で
編
集
可
能
な
シ
ス
テ
ム
導
入
を
検
討

議会だより No.213
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学校での避難訓練の様子

教育フォーラムでの講演

大
おおはし
橋　裕

ゆうこ
子 議員

家
庭
教
育
支
援
事
業
の
今
後
は

家
庭
教
育
支
援
事
業
の
今
後
は

問答

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

環
境
整
備
に
努
め
る

　
　
家
庭
教
育
を
行
う
上

で
、
支
援
が
届
き
に
く
い

家
庭
へ
、
地
域
全
体
で
支

え
る
事
の
必
要
性
が
高

ま
っ
て
い
る
。

　
町
で
は
令
和
4
年
4
月

に
県
の
モ
デ
ル
事
業
と
し

て
、
子
ど
も
を
入
口
に
家

庭
の
困
り
ご
と
を
必
要
な

部
署
に
繋
げ
る
取
り
組
み

を
し
た
。

①�

過
去
3
年
間
の
事
業
に

対
す
る
評
価
は
。

②�

今
年
度
当
初
か
ら
現
在

ま
で
の
活
動
状
況
は
。

③�

関
係
部
署
と
の
連
携
は
。

④�

今
後
の
展
開
は
。

問
　
　

 
①�
継
続
的
な
取
り
組
み
に
よ

り
、
地
域
内
に
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
支

援
を
届
け
る
体
制
が
整
っ

て
き
た
。

②�

サ
ポ
ー
タ
ー
連
絡
会
や
家

庭
教
育
研
修
会
な
ど
の
事

答�

た
ち
が
学
校
で
の
学
び
を

も
と
に
、
地
域
防
災
と
連

携
す
る
こ
と
で
自
助
・
共

助
・
公
助
の
意
識
の
醸
成

に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

る
。

③�

学
校
と
地
域
に
精
通
し
た

人
材
を
配
置
す
る
こ
と

で
、
防
災
教
育
が
進
む
と

見
込
ま
れ
る
が
、
十
分
な

検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　

�　

生
活
安
全
課
と
連
携
し

な
が
ら
先
進
地
で
の
取
組

を
も
と
に
、
仕
組
み
づ
く

り
や
配
置
に
つ
い
て
研
究

し
て
い
く
。

　
　①�

こ
ど
も
園
は
毎

月
、
小
中
学
校

で
は
学
期
毎
に

体
験
的
な
避
難

訓
練
を
実
施
し

て
い
る
。
西
小

で
は
学
校
運
営

協
議
会
と
連
携

し
防
災
キ
ャ
ン

プ
を
実
施
し
て

い
る
。

②�

地
域
、
学
校
が

連
携
し
た
防
災

教
育
は
重
要
で

あ
る
。
子
ど
も

答�

か
ら
、
持
続
可
能
な
支
援

体
制
の
構
築
を
目
指
す
。

　

�　

地
域
全
体
で
子
育
て
家

庭
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く

り
を
進
め
、
安
心
し
て
子

育
て
が
で
き
る
環
境
整
備

に
努
め
る
。

業
を
継
続
し
て
い
る
。

③�

関
係
部
署
で
構
成
す
る
家

庭
教
育
支
援
運
営
協
議
会

を
年
間
２
回
程
度
開
催
し
、

連
携
や
事
業
実
施
方
針
を

検
討
、
確
認
し
て
い
る
。

④�

こ
れ
ま
で
の
成
果
と
課
題

　
　
令
和
５
年
に
「
滋
賀

県
学
校
防
災
の
手
引
き
」

が
改
訂
さ
れ
、
発
達
段
階

に
応
じ
た
防
災
教
育
を
重

点
化
し
、
出
前
授
業
や
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
か
し
た
授
業
に

取
り
組
む
と
し
て
い
る
。

①�

園
、
小
、
中
学
校
で
の

防
災
教
育
の
現
状
は
。

②�
地
域
と
学
校
が
連
携
し

た
防
災
教
育
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

③�

地
域
防
災
教
育
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
必
要

性
は
。

問

竜王町における学校での竜王町における学校での
防災教育は防災教育は

問

答 様々な災害を想定した訓練を
体験的に学べるよう工夫する
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滋賀県警察が運用する公式防犯アプリ
「ぽけっとポリスしが」

決められた通学ルートを通る生徒たち
（朝・夕の車両の交通量は非常に多い）

中
学
生
自
転
車
通
学
の
指
導
結
果
は

中
学
生
自
転
車
通
学
の
指
導
結
果
は

問答

日
常
的
な
指
導
・
啓
発
を
行
っ
て
い
る

　
　
令
和
６
年
第
1
回
定

例
会
で
質
問
し
た
際
の
答

弁
は
、
禁
止
区
間
を
通
ら

な
い
こ
と
や
警
察
関
係
者

に
よ
る
安
全
教
室
、
教
員

か
ら
の
安
全
指
導
を
行
う

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
の
経
過
を
伺
う
。

①�

ル
ー
ル
を
守
れ
て
い
な

い
生
徒
へ
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
は
。

②�

危
険
箇
所
の
対
応
と
指

導
は
。

③�

生
徒
が
相
互
に
注
意
で

き
る
風
土
醸
成
は
。

問

③�

教
師
か
ら
の
一
方
的
な
指

導
で
は
な
く
、
生
徒
会
執

行
部
が
中
心
と
な
り
、
生

徒
会
の
委
員
が
呼
び
か
け

る
な
ど
生
徒
発
信
の
取
組

を
行
っ
て
い
る
。

　

�　

今
後
も
、
生
徒
主
体
の

取
組
を
大
切
に
し
、
自
分

ご
と
と
捉
え
ら
れ
る
よ
う

日
常
的
に
指
導
す
る
。

　
　①�

個
別
指
導
と
、
学
年
集
会

や
校
内
放
送
で
学
校
全
体

へ
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

②�
毎
年
４
月
の
字
別
集
会
で

生
徒
に
指
導
し
、
約
束
事

項
と
し
て
確
認
し
た
上
で

危
険
箇
所
を
明
示
し
た
通

学
許
可
証
を
発
行
し
て
い

る
。

答�

　
　

声
掛
け
事
案
と
は
、

子
ど
も
や
女
性
に
対
し
て

理
由
な
く
話
し
か
け
て
不

安
に
さ
せ
る
よ
う
な
行
為

で
あ
る
。
町
内
で
発
生
し

た
声
掛
け
事
案
は
、
令
和

７
年
の
累
計
が
９
件
と
県

内
で
は
６
番
目
に
件
数
が

多
く
、
凶
悪
事
件
に
つ
な

が
る
こ
と
も
危
惧
さ
れ
る
。

①�
現
在
実
施
し
て
い
る
対

応
と
再
発
防
止
は
。

②�

子
ど
も
に
対
す
る
指
導

は
。

問

安
全
リ
ー
ダ
ー
協
議
会
に

よ
る
見
守
り
活
動
を
学
校
、

関
係
機
関
と
連
携
し
今
後

も
継
続
す
る
。

　

�　

ま
た
、
県
警
の
公
式
ア

プ
リ
「
ぽ
け
っ
と
ポ
リ
ス

し
が
」
で
は
県
内
の
不
審

者
情
報
、
犯
罪
発
生
情
報

等
も
発
信
さ
れ
て
い
る
た

め
、
ア
プ
リ
の
利
用
を
呼

び
掛
け
る
。

②�

知
ら
な
い
人
に
付
い
て
い

か
な
い
、
車
に
乗
ら
な
い
、

不
審
者
に
出
会
っ
た
ら
大

声
を
出
す
、
す
ぐ
逃
げ
る
、

近
く
の
大
人
に
知
ら
せ
る

こ
と
を
「
い
か
の
お
す

し
」
と
し
て
指
導
し
て
い

る
。

　
　①�

児
童
の
下
校
時
間
帯
に
地

域
安
全
啓
発
パ
ト
ロ
ー
ル

車
に
よ
る
巡
回
や
子
ど
も

答�

町内で多発する声掛け事案町内で多発する声掛け事案
への行政の対応はへの行政の対応は

問

答 関係機関と連携を図り
町内パトロール等を実施している三

みやけ
宅　政

まさひと
仁 議員
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助成が望まれるエアコン購入費用

竜王町介護保険事業計画

　
　
長
年
、
地
域
の
介
護

を
支
え
て
き
た
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
介
護
事
業
所
が
今
年

７
月
で
閉
鎖
さ
れ
た
。
昨

年
は
社
協
の
訪
問
介
護
事

業
所
も
休
止
と
な
っ
て
お

り
、
介
護
事
業
の
後
退
で

は
と
考
え
、
次
の
点
を
伺

う
。

①�
事
業
所
が
閉
鎖
に
至
っ

た
問
題
点
や
課
題
を
ど

う
把
握
し
て
い
る
か
。

②�

今
後
、
介
護
を
必
要
と

す
る
人
の
増
加
が
予
想

さ
れ
る
が
対
策
は
。

③�

現
在
運
営
の
事
業
所
も

現
状
を
調
査
・
把
握

し
、
運
営
が
困
難
な
事

業
所
に
は
支
援
は
で
き

な
い
か
。

問

　
　①�

認
知
症
対
応
型
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
料
が
一
般
の

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
よ
り
単
価

が
高
い
こ
と
、
一
般
の
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
も
受
け
入
れ

体
制
が
整
い
つ
つ
あ
る
こ

と
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
数
の
増
加
、
ま
た
施
設

の
老
朽
化
等
に
よ
る
と
把

握
し
て
い
る
。

②�

第
10
期
介
護
保
険
事
業
計

画
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
維

持
確
保
が
で
き
る
柔
軟
な

対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

③�

本
計
画
の
策
定
に
向
け
、

今
年
度
事
業
所
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、

事
業
運
営
の
実
態
把
握
に

努
め
る
。

答�

低
所
得
者
等
へ
の

低
所
得
者
等
へ
の

エ
ア
コ
ン
購
入
費
用
の
助
成
を

エ
ア
コ
ン
購
入
費
用
の
助
成
を

問答

生
活
保
護
制
度
に
は
助
成
制
度
が
あ
る

　
　

エ
ア
コ
ン
購
入
の
自
己

負
担
が
厳
し
い
生
活
困
窮
世

帯
の
多
く
が
生
活
保
護
対
象

世
帯
で
あ
り
、
生
活
保
護
制

度
に
該
当
す
る
と
、
エ
ア
コ

ン
購
入
を
助
成
す
る
制
度
が

あ
り
活
用
で
き
る
。

　

光
熱
費
等
へ
の
低
所
得
者

向
け
支
援
に
つ
い
て
は
、
国

答�

の
動
向
を
見
て
各
市
町
村
で

実
施
が
決
定
次
第
、
迅
速
に

対
応
す
る
。

　
　
エ
ア
コ
ン
の
な
い
生

活
は
、
熱
中
症
な
ど
命
の

危
険
す
ら
感
じ
る
状
況
で

あ
る
。
エ
ア
コ
ン
設
置
は

も
と
よ
り
、
故
障
等
に
よ

る
急
な
高
額
出
費
は
大
き

な
負
担
と
な
る
。

　
低
所
得
者
や
非
課
税
世

帯
の
特
に
高
齢
者
や
障
害

者
へ
の
設
置
・
更
新
費
用

の
助
成
を
す
る
べ
き
と
思

う
が
、
考
え
を
伺
う
。

　
ま
た
、
電
気
代
な
ど
光

熱
費
へ
の
支
援
も
必
要
で

は
。

問

竜王町のこれからの竜王町のこれからの
介護事業は介護事業は

問

答 事業運営の実態把握に努める
橘
たちばな
　せつ子

こ
 議員
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ポケトーク（多言語翻訳機）で窓口対応中

ふれあい交流会（スポーツ少年団）

　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

は
、「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し

て
青
少
年
の
こ
こ
ろ
と
か

ら
だ
を
そ
だ
て
る
」
等
と

い
う
理
念
の
も
と
活
動
し

て
き
た
。
し
か
し
、
少
子

化
等
の
影
響
に
よ
り
団
員

が
減
少
し
ク
ラ
ブ
の
存
続

に
影
響
し
て
い
る
。
そ
こ

で
、
次
の
点
を
伺
う
。

①�

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活

動
状
況
を
把
握
し
て
い

る
か
。

②�

今
後
の
活
動
の
維
持
・

活
性
化
に
つ
い
て
の
対

策
は
。

問

　
　
第
六
次
竜
王
町
総
合

計
画
で
は
「
外
国
人
住
民

や
来
訪
者
が
過
ご
し
や
す

い
よ
う
、
多
文
化
共
生
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
が
必
要
で
す
」
と
あ
る

が
、
多
文
化
共
生
の
ま
ち

づ
く
り
の
現
状
を
伺
う
。

問

交
付
し
て
い
る
。

　

�　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
今

後
も
地
域
に
根
ざ
し
、
子

ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
と
地
域
の
活
力
向
上
に

寄
与
す
る
よ
う
、
支
援
に

努
め
る
。

　
　①�

柔
道
等
の
５
団
体
は
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
と
し
て
、

１
３
８
名
の
団
員
が
土
・

日
曜
日
を
中
心
に
活
動
し

て
い
る
。

②�

団
活
動
の
た
め
、
町
は
、

社
会
教
育
団
体
補
助
金
を

答�

　

ま
た
、
こ
ど
も
園
に
お
い

て
は
、
絵
本
、
う
た
、
あ
そ

び
を
通
じ
て
英
語
に
触
れ
て

多
様
性
を
受
け
入
れ
る
心
を

育
ん
で
い
る
。
小
・
中
学

校
で
は
、
外
国
語
指
導
助

手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
と
の
交
流
を

通
じ
て
英
語
力
を
高
め
て
い

る
。

　

外
国
人
住
民
へ
の
支
援
や

異
文
化
理
解
を
深
め
る
教
育

が
不
可
欠
で
あ
り
、
行
政
・

民
間
・
住
民
の
連
携
が
重
要

で
あ
る
。

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

支
援
と
し
て
多
言
語
翻
訳
機

を
導
入
し
、
役
場
窓
口
等
で

日
本
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
困
難
な
外
国
人
住

民
へ
の
対
応
を
行
っ
て
い

る
。

答�

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

維
持
・
活
性
化
を

維
持
・
活
性
化
を

問答

町
と
し
て
活
動
の
支
援
に
努
め
る

森
もりしま
島　芳

よしお
男 議員

多文化共生の推進を多文化共生の推進を問
答 異文化理解を深めていく
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物価高騰、やり繰り限界

どうなる？居住・複合ゾーン

複合ゾーン
面積  約7.7ha

行政ゾーン
面積  約2.2ha

商業ゾーン
面積  約2.0ha

居住ゾーン
面積  約7.3ha

交流・文教ゾーン
面積  約10.3ha

整備面積  約8.7ha

　
　
６
月
の
質
問
の
答
弁

で
、「
現
時
点
で
対
策
を

実
施
す
る
考
え
は
な
い
。

必
要
と
判
断
し
た
時
は

し
っ
か
り
と
対
策
す
る
。」

で
あ
っ
た
。
今
、
そ
の
時

で
は
な
い
か
。

問

と
し
て
、
当
初
予
算
に
お
い

て
、
子
ど
も
の
医
療
費
無
償

化
、
学
校
給
食
の
無
償
化
等

に
約
１
億
１
千
万
円
を
計
上

し
て
い
る
。

　

６
月
の
補
正
予
算
に
お
い

て
は
、
令
和
６
年
分
所
得

税
を
定
額
減
税
し
き
れ
な

か
っ
た
人
に
調
整
交
付
金
を

６
２
０
０
万
円
給
付
し
た
。

　

様
々
な
ご
意
見
も
聞
き
な

が
ら
、
国
の
制
度
等
も
活
用

し
、
本
町
ら
し
い
効
果
的
な

支
援
策
が
で
き
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。

　
　

物
価
高
騰
の
状
況
は
好

転
の
兆
し
が
な
く
、
９
月
か

ら
の
食
料
品
の
値
上
げ
は

１
４
０
０
品
目
を
超
え
る
と

報
道
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
安
心
で
安
定
し
た
暮
ら
し

に
資
す
る
た
め
の
取
り
組
み

答�
若
わかい
井　政

まさひこ
彦 議員

　
　
予
定
さ
れ
て
い
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、

そ
の
必
要
性
に
住
民
か
ら

も
疑
義
が
示
唆
さ
れ
て
い

る
。
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
取
り
止
め
や
、
居

住
ゾ
ー
ン
・
複
合
ゾ
ー
ン

の
あ
り
方
な
ど
計
画
を
見

直
す
べ
き
で
は
。

問

的
に
は
計
画
通
り
進
め
て
い

く
。
住
民
へ
の
情
報
発
信
を

行
い
、
町
民
に
安
心
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
努
め
る
。

　
　

現
在
の
公
民
館
の
施
設

更
新
の
検
討
で
は
、
更
新
に

か
か
る
補
助
金
が
な
く
、
財

政
的
な
見
地
か
ら
課
題
が
生

じ
た
。
そ
の
た
め
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
公
民
館

機
能
を
付
加
す
る
計
画
と
し

た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
は
自
治
会
活
動
の
支
援

等
に
も
必
要
な
施
設
と
考
え

て
い
る
。

　

整
備
に
際
し
て
は
そ
れ
ぞ

れ
に
必
要
な
機
能
を
利
用
者

等
と
共
に
検
討
す
る
。

　

ま
た
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
「
複
合
ゾ
ー
ン
と
商
業

ゾ
ー
ン｣

が
期
待
す
る
こ
と

の
最
上
位
で
あ
っ
た
。
基
本

答�

中
心
核
整
備
計
画
の
見
直
し
は

中
心
核
整
備
計
画
の
見
直
し
は

問答

計
画
ど
お
り
進
め
て
い
く

改めて問う、物価高騰対策は改めて問う、物価高騰対策は問
答 効果的な支援策ができないかと
考えている
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完成直後、整備されていた滋賀竜王工業団地の調整池の現況

Ａ　

�

庁
舎
側
か
ら

　
　
小
口
方
面
を
見
る

Ｂ　
交
差
点
か
ら
綾
戸
方
面
を
見
る

　
　

�

車
道
幅
が
急
に
狭
く
な
っ
て
い
る

　
　

 

防
災
セ
ン
タ
ー
前

の
車
道
は
、
役
場
前
に
比

べ
幅
が
狭
く
、
行
政
の
中

心
地
の
玄
関
と
し
て
は
、

景
観
上
ま
た
機
能
上
に
お

い
て
も
、
今
の
形
状
は
相

応
し
く
な
い
。

　
防
災
セ
ン
タ
ー
を
含
む

役
場
前
の
区
間
の
車
道
の

均
一
化
と
、
新
し
く
施
設

の
案
内
板
の
掲
示
を
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

問

　

し
か
し
、
防
災
セ
ン
タ
ー

北
側
の
車
道
幅
員
を
拡
幅
す

る
場
合
は
、
町
道
西
通
り
線

と
の
交
差
点
よ
り
西
側
の
小

口
方
面
に
つ
い
て
も
一
定
の

事
業
用
地
が
必
要
で
あ
る
。

当
該
路
線
の
全
体
的
な
計
画

を
考
慮
し
拡
幅
の
必
要
性
を

確
認
し
つ
つ
、
県
に
相
談
す

る
。

　

ま
た
、
行
政
ゾ
ー
ン
の
案

内
板
に
つ
い
て
は
、
未
整
備

の
と
こ
ろ
も
あ
り
、
初
め
て

来
庁
さ
れ
る
方
に
対
し
て
も

解
り
易
く
更
新
す
る
。

　
　

 

当
該
路
線
は
通
学
路

で
も
あ
り
、
商
業
施
設
等
が

隣
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

安
全
性
や
利
便
性
の
確
保
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

答�

澤
さわだ
田　満

みちお
夫 議員

豪
雨
対
策
調
整
池
の
平
常
時
の

豪
雨
対
策
調
整
池
の
平
常
時
の

活
用
方
法
は

活
用
方
法
は

問答

今
後
、
提
案
が
あ
れ
ば
検
討
す
る

　
　
町
内
で
は
、
産
業
用

地
や
住
宅
用
地
な
ど
の
整

備
が
進
む
に
つ
れ
、
豪
雨

対
策
と
し
て
調
整
池
が
整

備
さ
れ
て
い
る
。

　
今
後
、
整
備
が
進
む
調

整
池
に
お
い
て
は
、
本
来

の
役
割
に
加
え
、
平
常
時

に
お
い
て
も
地
域
の
財
産

と
し
て
、
新
た
な
機
能
の

付
加
を
検
討
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

問

に
本
町
来
訪
者
が
余
暇
時
間

を
快
適
に
過
ご
せ
る
場
と
し

て
提
供
し
て
い
る
。

　

今
後
、
新
し
く
整
備
さ
れ

る
調
整
池
に
つ
い
て
は
、
本

来
機
能
に
影
響
の
な
い
範
囲

に
お
い
て
、
駐
車
場
や
広
場

な
ど
別
の
用
途
で
有
効
活
用

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
住
民

サ
ー
ビ
ス
や
維
持
管
理
が
向

上
す
る
場
合
は
、
検
討
し
て

い
く
。

　
　

 

町
内
に
は
開
発
面
積

が
１
ha
以
上
を
対
象
と
し
た

場
合
、
調
整
池
は
約
30
箇
所

あ
り
、
そ
の
う
ち
町
管
理
は

4
箇
所
で
あ
る
。

　

雨
水
調
整
以
外
の
目
的
で

活
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
滋

賀
竜
王
工
業
団
地
内
の
1
箇

所
で
、
非
出
水
期
で
あ
る
11

月
1
日
か
ら
翌
年
5
月
31
日

ま
で
の
間
、
多
目
的
広
場
と

し
て
地
域
住
民
お
よ
び
町
内

企
業
へ
勤
務
す
る
方
な
ら
び

答�

行政の中心地としての行政の中心地としての
景観と機能向上は景観と機能向上は

問

答 拡幅を県に相談する
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地域運営組織も指定地域共同活動団体

「未来アイデア会議」
第３回滋賀地域ワークショップの様子（彦根市）

　意見交換を繰り返す『ワー
ルドカフェ方式』で実施し、他
地域の方、暮らしの異なる方
等、多くの方と対話を重ねな
がら、地域毎に抱える課題の
共有と、課題解決に向けたア
イデア・意見交換をしている。

　
　
滋
賀
県
は
昨
年
度
よ

り
、
滋
賀
県
地
域
交
通
ビ

ジ
ョ
ン
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
と
な
る
「
滋
賀
地
域

交
通
計
画
」
の
策
定
に
着

手
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、

本
町
が
位
置
す
る
東
近
江

地
域
の
地
域
交
通
の
現
状

と
課
題
、
及
び
本
町
が
目

指
す
将
来
像
は
何
か
。

問

・�

子
ど
も
の
学
校
や
塾
へ
の

送
迎
が
負
担
で
あ
る
。

・�

福
祉
有
償
運
送
も
利
用
を

断
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

・�

運
賃
が
高
く
利
用
し
づ
ら

い
な
ど
。

（
目
指
す
将
来
像
）

　

竜
王
町
地
域
公
共
交
通
計

画
で
は
、
基
本
方
針
を
「
移

動
し
た
い
人
の
移
動
目
的
に

あ
っ
た
、
持
続
可
能
な
移
動

手
段
の
確
保
」
と
し
て
、
路

線
バ
ス
、
チ
ョ
イ
ソ
コ
、
マ

イ
カ
ー
等
の
３
つ
を
組
み
合

わ
せ
て
実
現
し
て
い
く
。

地域交通の充実で目指す地域交通の充実で目指す
暮らしは暮らしは

問

答 持続可能な公共交通の構築に努める

こ
れ
か
ら
の
自
治
組
織
の
あ
り
方
は

こ
れ
か
ら
の
自
治
組
織
の
あ
り
方
は

問答

指
定
地
域
共
同
活
動
団
体
制
度
の

可
能
性
を
注
視
し
て
い
る

　
　
令
和
６
年
９
月
施
行

の
地
方
自
治
法
の
改
正
に

よ
り
、
地
域
課
題
解
決
の

た
め
、
多
様
な
主
体
と
連

携
・
協
働
す
る
団
体
を
市

町
村
長
が
指
定
し
支
援
す

る
「
指
定
地
域
共
同
活
動

団
体
」
制
度
が
で
き
た
。

　
本
町
が
進
め
て
い
る「
中

間
支
援
組
織
」
と
、
こ
の

団
体
と
の
関
係
は
ど
う
か
。

問
　
　
　
「
中
間
支
援
組
織
」

は
単
な
る
行
政
の
下
請
け
で

な
く
、
町
の
課
題
を
共
有
で

き
行
政
と
連
携
し
な
が
ら
主

体
的
か
つ
継
続
的
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
け
る
個
人
や
団

体
で
あ
る
が
、
ま
だ
未
定
で

あ
る
。

　

こ
の
「
中
間
支
援
組
織
」

が
、「
指
定
地
域
共
同
活
動

団
体
」
と
な
る
可
能
性
も
あ

る
が
、
現
時
点
で
は
、
ま
だ

選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
注
視

し
て
い
る
。

答�

内
うちやま
山　英

えいさく
作 議員

　
　
（
現
状
と
課
題
）　

・�

主
な
も
の
は
、
遅
く
な
る

と
帰
り
の
便
が
な
い
た
め
、

通
勤
や
遠
出
の
外
出
に
公

共
交
通
を
使
え
な
い
。

答�
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現在のチョイソコ稼働率は約40％となっている

チョイソコりゅうおうのチョイソコりゅうおうの
今後は今後は

問

答 利用状況により増車を検討する
中
なかむら
村　匡

まさき
希 議員

　
　
路
線
バ
ス
の
減
便
や

バ
ス
の
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足

を
踏
ま
え
て
伺
う
。

①�

チ
ョ
イ
ソ
コ
の
増
車
の

可
能
性
と
コ
ス
ト
は
。

②�

利
用
者
ニ
ー
ズ
の
把
握

状
況
は
。

③�

近
江
八
幡
市
へ
の
乗
り

入
れ
は
。

問

　

�　

増
車
一
台
に
つ
き
年
間

約
１
０
０
０
万
円
の
コ
ス

ト
が
か
か
る
。

②�

町
の
地
域
公
共
交
通
計
画

の
策
定
時
や
、
チ
ョ
イ
ソ

コ
利
用
者
の
生
の
声
を
直

接
聞
く
よ
う
に
し
て
い
る
。

③�

町
外
移
動
は
基
本
的
に
路

線
バ
ス
へ
の
乗
り
継
ぎ
を

前
提
と
し
て
い
る
。
利
用

者
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
持

続
可
能
な
公
共
交
通
体
系

を
構
築
し
て
い
く
。

　
　①�

予
約
が
取
れ
な
い
ほ
ど
の

利
用
状
況
に
な
れ
ば
検
討

す
る
。

答�

　　  第18期（後期）　　  第18期（後期）
竜王町議会新体制決まる竜王町議会新体制決まる
　第18期竜王町議会の後期の体制は、新議長に澤田満夫議員、副議
長に内山英作議員が選任されました。
　あわせて、各委員会の委員が指名され、以下のとおりとなりました。

議長
澤田　満夫

副議長
内山　英作

氏名 内山
英作

三宅
政仁

若井
政彦

大橋
裕子

中村
匡希

鎌田
勝治

橘せ
つ子

磯部
俊男

小西
久次

森島
芳男

山田
義明

澤田
満夫

職務 議席 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

議長・副議長・監査委員 副 監 正

議会運営委員会 〇 正 副 〇 〇

総務産業建設常任委員会 〇 副 〇 〇 正 〇

教育民生常任委員会 〇 正 〇 副 〇 〇

予算決算常任委員会 〇 副 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 正

議会広報特別委員会 正 〇 副 〇 〇 〇

地域活性化特別委員会 〇 〇 〇 副 正 〇

議会改革特別委員会 〇 〇 副 〇 〇 正 〇 〇 〇 〇 〇

報　告
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環境に配慮し、再生紙及び植物油インキを使用しています

見事3位に入賞した滋賀県成年女子チーム

あらゆる子どもたちの育ちを豊かに
　竜王町議会は、６月14日に子育て支援の現状と課題を理解す
るため、「NPO法人竜王子育てネットワーク」のみなさんと意見
交換を行いました。

　

第
18
期
竜
王
町
議
会
議
員
と
し
て
の

前
半
の
２
年
間
が
経
過
し
、
10
月
か
ら

後
半
に
入
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
地
球
温
暖
化
の
影
響
に
よ
る

暑
さ
の
異
常
気
象
が
７
月
頃
か
ら
長
く

続
き
、
よ
う
や
く
秋
の
深
ま
り
を
実
感

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

残
り
２
年
間
は
、
議
会
の
「
見
え
る

化
」
を
目
標
に
、
議
会
懇
談
会
の
開
催
、

議
会
広
報
紙
の
充
実
、
議
員
の
積
極
的

な
研
修
会
へ
の
参
加
に
よ
る
資
質
向
上

な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

最
後
に
、
魅
力
的
な
議
会
、
傍
聴
し

た
く
な
る
議
会
と
な
る
よ
う
町
民
皆
様

方
の
ご
意
見
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
有

難
く
存
じ
ま
す
。

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長　

内
山　

英
作

副
委
員
長　

橘　

せ
つ
子

委　
　

員　

中
村　

匡
希

委　
　

員　

大
橋　

裕
子

委　
　

員　

澤
田　

満
夫

委　
　

員　

磯
部　

俊
男

編
集
後
記

編
集
後
記

　
「
わ
た
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ａ
輝
く
国
ス
ポ

２
０
２
５
」
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
が
10
月
3
～
5
日
に
竜
王
町
総
合

運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。リ
ー

ド
・
ボ
ル
ダ
ー
の
両
種
目
が
行
わ
れ
、

会
場
は
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
に
包
ま

れ
ま
し
た
。『
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
で

ま
ち
の
前
進
』
の
思
い
の
も
と
、
議

会
は
町
の
ル
ー
ト
の
提
案
と
チ
ェ
ッ
ク

の
両
輪
で
、
ま
ち
の
前
進
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

歓
声
が背

中
を
押
す

表 紙

懇談会を通じて（参加議員の感想）
１．子どもを取り巻く環境が大きく変わり、大人や地域との関わりが希薄になっている。
２．妊娠期から、乳幼児、学童時、思春期と成長していくにつれ参加できる事業が増えており、切れ目
なく多角的に支援をして頂いていることに感謝する。

３．具体的課題も多数あったが、未来を担う子どもたちへの支援は、私たち大人の責務であると改めて
実感した。

４．今後は、法人の皆さんの意見を聞きながら議会としてできることを進めて行きたい。

竜王子育てネットワークの活動
　子どもたちの育やかな発達を援助するとともに保護者が安心し
て働ける環境づくりを支援している。
具体的活動
１．学童保育の運営
２．障害児者相談支援事業、支援が届いていない方への相談支援
３．子どもの育ちを保障する地域総動事業
　　子どもたちと住民の連携等を通して、子どもの居場所を提供
（林の「ひだまり学舎」を中心拠点に町内で活動）
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